
各人の特性を勘案しての受入れ時から業務のステップ
アップに至る一連の取組により、安定した勤務や意欲
の向上を推進

平成25年度
障害者雇用

職場改善好事例

優秀賞

事業所の概要

　平成9 年に設立され、全国のショッピングセンターに
300 店舗以上の遊戯施設を展開している。事業所全体で
51 人の障害者を雇用している。

従業員数 3,194名

精神障害者雇用の経緯

精神障害者の雇用形態・勤続年数

　短時間労働が障害者雇用率制度の対象になったことを
きっかけに、平成22 年から障害者雇用を一層推進してき
た。本社において事務業務に関する障害者の求人を行った
際に、精神障害者から応募があったため、事務処理能力な
どの適性を勘案して雇用を進めた。

業種及び主な事業内容

ショッピングセンター内における「室内ゆう
えんち」及び「アミューズメント施設」の運営
など

精神障害者雇用数・従事作業

精神障害者 17名
＜従事作業＞
人事業務のアシスタント、メール便仕分け、
書類発送、各種伝票のチェック・入力処理など

活用制度・支援機関

[採用前]
　トライアル雇用
[採用後]
　障害者職業センター

雇
用
形
態

正社員 週の労働時間に変動なし
週の労働時間短縮等の変動あり

パート
・

アルバイト

週の労働時間が30時間以上 6名
週の労働時間が20～ 30時間未満 11名
週の労働時間が20時間未満

勤
続
年
数

１年～２年未満 6名
２年～３年未満 4名
３年～４年未満 7名
４年～５年未満
５年以上

1 勤務時間の配慮

4 職場環境の工夫・改善 5 不安・緊張感の軽減

2 社内支援体制 3 メンタルヘルスケア

6 職務遂行 7 スキルアップキーワード
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▽竹村さん【勤続２年10 ヶ月】
　入社当初は１日２時間の勤務から開始し
て、現在は５時間の勤務を継続しています。
負担の少ない時間で働き始められたので、体
調を崩すことなく現在も働き続けられていま
す。会社で一緒に働く仲間たちから力がもら
えることが大変励みになります。

企　業　の　声

優秀賞

取 組 の 概 要

キーワード 改善前の状況 改善内容 改善後の効果

改
善
策
①

1 勤務時間の配慮

2 社内支援体制

3 メンタルヘルスケア

入社当初は短時間の勤務で
あっても不安や緊張が重な
り、出勤が不安定になる様子
が見られた。また、障害者雇
用担当者1名で精神障害のあ
る従業員の相談に対応するこ
とが難しくなってきた。

入社から3 ヶ月までは1日2
～ 3時間の勤務とし、その後、
週20時間の勤務に移行する
など、勤務時間を徐々に長く
できるようにした。また、社
内に嘱託のカウンセラーを配
置し、相談体制を強化した。

精神障害のある従業員は負担
の少ない勤務時間から働ける
ようになったことで、安定し
た勤務を継続できるように
なった。また、障害者雇用担
当者はカウンセラーから得ら
れた本人の情報を参考にしな
がら、必要な配慮などを適切
に行えるようになった。

改
善
策
②

4 職場環境の工夫・
改善

5 不安・緊張感の
軽減

精神障害のある従業員は他の
従業員と同じ場所で作業を実
施していたが、慌ただしい職
場環境だったため、作業に集
中できず、作業能率がはかど
らなかった。

同じフロアにおいて比較的
静かな場所に執務スペース
を設定するとともに、作業を
グループで実施する体制に
した。

集中して作業に取り組める
ようになったほか、同じ障害
のある仲間が身近にいるこ
とにより安心感が生まれ、作
業能率が向上した。

改
善
策
③

6 職務遂行

7 スキルアップ

精神障害のある従業員は定
型的な業務の実施には慣れ
てきたが、仕事に対する取組
は受動的だった。

従業員をサポートする役割
を業務に位置付けた。従業員
との打合せを通じて、実施業
務に関する役割や責任、注意
事項を分かりやすく伝えた
上で、徐々に仕事を教え任せ
るようにした。

仕事に対する理解を深め、責
任感を持ち、意欲的に業務
に取り組むように変わって
いった。

▼ 京極 武さん（人事総務本部 人事グループ ゼネラルマネージャー）
　  　　　　　　※ 平成25 年11 月30 日現在
　店舗は接客を伴う業務であり、障害者に適した業務の創出が難しかったため、本社を中心に障
害者雇用を推進しています。人事総務部内に定型的な事務作業を集約して実施する部署を設置し、
精神障害者がグループで業務を実施する方法を整えました。また、職場や仕事に慣れてくれば、今
度は各部署に配置転換を進め、従業員とともに業務を実施することによって、新たな業務へのス
テップアップを図っています。精神障害のある従業員が仕事への自信とやりがいを持ち、職場で
一層活躍できるように今後も取り組んでいきたいと考えています。

インタビュー

従　業　員　の　声

▽Ｋ・Ｗさん【勤続３年６ヶ月】
　スキルが求められる仕事へチャレンジする
ことや経験を積むことで、徐々に働く自信が
付いてきました。私は電話応対が苦手でした
が、それを克服して自分を変えたいという気
持ちがあり、電話応対にトライしています。
仲間たちから良い刺激をもらっています。
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1 勤務時間の配慮 2 社内支援体制 3 メンタルヘルスケア

4 職場環境の工夫・改善 5 不安・緊張感の軽減

改善策

1

改善策

2

改善策紹介

勤務時間の柔軟な設定と社内相談体制の整備により、安定した勤
務の継続を実現

職場環境の改善やグループによる業務実施体制の構築により、作業
能率の向上を実現

　入社当初の精神障害のある従
業員の中には、不安や緊張が重な
り、週20時間程度の勤務であっ
ても出勤が不安定になる者が見
られた。そのため、事業所は採用
から3 ヶ月までは1日2 ～ 3時間
の勤務とし、その後、週20時間の
勤務に移行するなど、勤務時間を
徐々に長くできるようにした。本
人たちは負担の少ない勤務時間か
ら徐々に時間を延ばし働けるよ
うになったことで、体調を崩すこ
となく勤務を継続できるように
なった。一方、日々の雇用管理に
当たっては、障害者雇用担当者1
名で全ての障害者に対応していた
が、精神障害者の雇用が進むにし

たがい、社内での相談対応が難し
くなってきたことから、事業所は
新たに嘱託のカウンセラーと契約
を結び、配置した。カウンセラー
は、精神障害のある従業員との定
期的な面談を実施し、体調の確認
や不安などに関する相談を行うと
ともに、その結果を障害者雇用担
当者と共有するようにした。障害
者雇用担当者はカウンセラーから
得られた情報を参考にしながら、
本人たちの状況に応じた配慮など
を適切に行えるようになった。

　各精神障害者は当初、人事総務
部に配属となり、メール便の封入・
発送、データ入力などの事務補助
作業をそれぞれ行っていた。デス
クは他の従業員と同じ執務スペー
スに配置していたが、他部署の従
業員が多く出入りすることや店
舗からの外線電話が頻繁にかかっ
てくるなど、慌ただしい職場環境
だったため、精神障害のある従業
員の中には担当作業に集中できず
に能率がはかどらない者が見られ
た。そこで、人事総務部のフロア
において、比較的静かな場所に執
務スペースを設定した。また、併
せて、作業の実施に関し、精神障
害のある従業員がグループで行う
体制に改善した。その結果、本人

たちは落ち着いて作業に取り組め
るようになったほか、同じ障害の
ある仲間が身近にいることで安
心感が生まれた。その後、徐々に
能力を発揮できるようになり、グ
ループ全体の作業能率が向上し
た。

▲人事総務部のフロアに設置した執務ス
ペース

キーワードキーワード

キーワードキーワード

　社内カウンセラーは月２回
程度の本人たちとの面談を実施する
ほか、電子メールや電話での個別相
談にも随時対応しています。また、
障害者雇用担当者への専門的な助言
や新たに精神障害者を配置する部署
の従業員に対する研修の実施など、
多様な役割を担っています。

解 説
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6 職務遂行 7 スキルアップ改善策

3 従業員をサポートする役割の設定により、責任感や意欲の向上を
推進

　精神障害者のある従業員は、定
型的な業務の実施には慣れてきた
が、仕事に対する取組が受動的な
者も見られるようになった。事業
所は本人たちに責任のある役割を
与えることにより、従業員として
の自覚を促したいと考え、部内の
従業員をサポートする役割を担っ
てもらうことにした。まず、一人
の者が従業員一人をサポートす
るように業務を調整した。従業員
との打合せを通じて、各人が担当
する業務内容や業務上で果たす役
割・責任、納期などに関する注意
点を分かりやすく伝えるととも

に、徐々に新しい仕事を教え、任
せていくようにした。こうした取
組によって、精神障害のある従業
員は仕事の理解を深め仕事への責
任感を持ち、意欲的に業務に取り
組むように変わっていった。さら
には、従業員のサポート役の位置
付けによって、自分たちが事業所
に貢献していることを実感するよ
うになり、従業員の一員であるこ
とを自覚するようになった。精神
障害のある従業員は従業員から
信頼を得ながら、現在も業務のス
テップアップに取り組んでいる。

▲精神障害のある従業員がグループで考え、作成した
電話応対のマニュアル（⇒p.58）

優秀賞

キーワードキーワード

事業所では、精神障害のある従業員が職場内で活躍
できるように、様々な役割にチャレンジする機会を設定して
います。例えば、事業所の外線電話を受け付けて担当者に取
り次ぐようにしています。その実施に当たっては、本人たち
で話し合い、電話応対に関するマニュアルを自ら作成し、全
員で共有するとともに、週ごとに担当をローテーションする
ことによって全員が電話に応対できるようにしています。こ
うしたマニュアルは郵送物の仕分けなどの業務についても
作成しており、主体的に業務を実施できるように精神障害の
ある従業員自ら取り組んでいるのです。

解 説
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